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事業実施団体名 佛教大学「勝手に！南丹広報部＠佛教大学」 

設定課題 学生提案枠 

事業名 

映像レポートによる南丹市の魅力発信及び、映像レポートのアーカイ

ブ化事業 

事業の概要 

 若い世代に、南丹市の企業で働く魅力を伝えるため、南丹市で働く

女性を密着取材し、その魅力を伝える番組を制作。さらにその番組を

YouTube で発信し、多くの人に南丹市で働くことの魅力を発信した。 

事業費総額 92,262 円 うち交付金額 92,262 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

取り組みを通して、南丹市の現状や働く人の姿を

見ることができ、それを映像化し配信すること

で、多くの人に伝えることができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（準備が遅れたことにより、十分な

広報ができなかった） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 
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事業実施団体名 佛教大学「ベニヤマボタニカル」 

設定課題 学生提案枠 

事業名 美山町活性化プロジェクト 

事業の概要 

 美山町の地域住民から、施設や名所・イベント等のアピールポイン

トについて取材を行い、若者世代をターゲットにした紹介動画を作成

し、地域の魅力発信を行った。 

事業費総額 116,032 円 うち交付金額 100,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

地域住民への取材だけではなく、紹介してもらっ

た地域の行事に参加することで、地域の方々との

交流を図ることができた。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（取材から動画の撮影、紹介までを

行うには、時間が短いと感じた。） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 
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事業実施団体名 京都伝統工芸大学校「ＴＡＳＫ２２期コラボ実行委員会」 

設定課題 学生提案枠 

事業名 ＴＡＳＫ２２期コラボ企画 

事業の概要 

 伝統工芸への興味関心が薄いと思われる人にも興味を持ってもら

えるような喫茶空間をテーマとした作品を制作し、来場者に伝統工芸

品のある日常生活の疑似体験をしてもらえる展示会を開催した。 

事業費総額 161,425円 うち交付金額 100,000 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

共同で作品を制作したことにより、各学生の責任

感が増し、各自の専門技術、素材への理解度がよ

り深まった。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（手工芸の製作期間等に関する情報

伝達の必要性） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 
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事業実施団体名 明治国際医療大学「地域スポーツ振興プロジェクト」 

設定課題 学生提案枠 

事業名 地元開催のトライアスロン大会でのトレーナー活動支援 

事業の概要 

 京都丹波トライアスロン大会において、スポーツケアブースを設置

し、選手のケアサポートを行い、ケガ予防やパフォーマンス向上に取

り組んだ。また、ストレッチ方法を紹介するチラシを作成し、無料配

布を行った。 

事業費総額 95,470 円 うち交付金額 95,470 円 

事業の申請回数 １回目 ・ ２回目 ・ ３回目 

 

 

協働担当課（地域振興課） 

項 目 評 価 

提案された内容が実施できたか ☑できた □概ねできた □できていない 

課題に対してどのような効果があったか 

利用者の満足度は高く、ケガの予防や症状の改善

に効果があったと考える。学生ボランティアのス

キルも向上しており、教員と学生間の連携も深ま

った。 

事業を進めるうえでの課題 

□無  ☑有（設置場所の検討と、大会救護所と

の連携） 

協働担当課への情報提供は積極的か □積極的 ☑普通 □消極的 

 

 

特記事項 

 

 

 


